
11日　議会運営委員会
18日～ 25日　９月定例会
27日　公立岩瀬病院企業団議会９月定例会（須賀川市）

 １日　第２回地方自治研究セミナー（石川町）
10日　調査研究特別委員会
22日　平成24年度町村議会議員研修会（郡山市）
26日　須賀川広域消防組合議会定例会（須賀川市）
30日　石川地方町村議会議長会（石川町）

　　

今
年
度
は
、
大
変
暑
い
日
が

続
き
、
き
つ
い
夏
で
あ
り
ま
し

た
。
そ
ん
な
中
、
東
日
本
大
震

災
か
ら
１
年
半
が
過
ぎ
よ
う
と

す
る
今
、
２
回
目
の
収
穫
の
秋

を
迎
え
ま
す
。
昨
年
は
風
評
被

害
で
皆
様
大
変
な
思
い
を
し
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
安
心
安
全
を
と

さ
ま
ざ
ま
な
対
策
が
な
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
本
年
度
は
、
米
も

豊
作
と
聞
い
て
お
り
、
全
袋
検

査
を
し
て
消
費
者
の
皆
様
に
安

心
し
て
届
く
収
穫
の
喜
び
の
年

に
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
の
９
月
定
例
会
も
終
わ

り
ま
し
て
、
７
名
の
方
々
が
一

般
質
問
を
し
ま
し
た
。
村
政
全

般
に
わ
た
り
議
論
し
、
最
近
で

は
珍
し
く
時
間
延
長
を
し
て
の

一
般
質
問
で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
我
々
議
員
一
同

は
生
き
が
い
の
あ
る
玉
川
村
を

創
る
べ
き
努
力
を
し
た
い
と
思

い
ま
す
。　
　
（
渡
邊
一
雄
）

　議会のうごき

福島空港ビル
わくわくらんど　たまかわ
オープニングセレモニー

　屋内遊び場のオープニングセレモニーが開か
れ、議長はじめ議員が出席しました。
　セレモニーでは、石森村長のあいさつのあと、
村田県副知事と須藤村議会議長が祝辞を述べま
した。セレモニー終了後、村内の幼稚園児が初
遊びを行いました。
　27 日から開園し、村内在住の小学校 2 年生
以下の児童と保護者は無料で利用できます。

▲野外ステージで行われたアンパンマンショー

第
２
回　

玉
川
産
業
ま
つ
り

村
内
外
の
大
勢
の
人
が
集
う

／1028

／1026
　

玉
川
村
の
農
業
・
商
業
・
工
業

が
連
携
し
た
祭
り
「
玉
川
産
業
ま

つ
り
」
が
た
ま
か
わ
文
化
体
育
館

前
の
駐
車
場
と
野
外
ス
テ
ー
ジ
を

中
心
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
東
日
本
大
震
災
な
ど

の
影
響
で
中
止
と
な
り
、
今
回
、

２
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。
野
外
ス
テ
ー
ジ
で
は
ア
ン
パ

あ　

と　

が　

き

９月

８月

10月
	  2日　広報編集委員会
23日　石川地方議会事務局長会議（石川町）
24日　議員打合せ会
27日　第１回地方自治研究セミナー（石川町）
29日～ 30日　町村議会議長、副議長、事務局長研修会
　　　　　　　（福島市）　
31日　調査研究特別委員会

	

	

議 会 だ よ り （14）平成24年11月8日

ン
マ
ン
シ
ョ
ー
や
早
食
い
競
争
、

丸
太
切
り
競
争
な
ど
が
行
わ
れ
、

ま
た
、
た
く
さ
ん
の
飲
食
ブ
ー
ス

が
軒
を
並
べ
、
賑
わ
っ
て
い
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
模
様

で
し
た
が
、
村
内
外
か
ら
多
く
の

人
た
ち
が
集
ま
っ
て
、
盛
大
に
行

わ
れ
ま
し
た

▲オープニングセレモニーで祝辞を述べる須藤議長

議会だより

「わくわくらんど　たまかわ」
　　　　　　　がオープン
　小学校低学年以下を対象とした屋内遊び場が福島空
港ビル３階にオープンしました。原発事故の放射能汚染
の影響により外遊びの不安を解消するために村が設置
したものです。
（14面に関連記事）
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議 会 だ よ り

の
選
挙
ま
た
は
同
意
を
得
て
選
任

さ
れ
る
委
員
及
び
行
政
区
長
と
し

て
在
籍
し
退
任
し
た
場
合
に
感
謝

状
を
贈
呈
で
き
る
よ
う
改
正
す
る

も
の
で
あ
る
。　

　（
起
立
全
員
）

　

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
東
日

本
大
震
災
に
よ
り
被
災
し
た
居
住

用
地
の
譲
渡
に
伴
う
特
別
控
除
の

適
用
期
間
を
延
長
す
る
な
ど
所
要

の
改
正
を
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
起
立
全
員
）

　

さ
き
の
玉
川
村
復
興
産
業
集
積

区
域
に
お
け
る
固
定
資
産
税
の
課

税
免
除
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に

よ
り
課
税
免
除
に
関
し
て
の
本
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
あ

る
。　
　
　
　
　
　
（
起
立
全
員
）

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
者

　

小
学
校
低
学
年
に
は
証
明

書
を
発
行
す
る
。
大
人
は
免

許
証
で
、
身
障
者
は
身
障
者
手
帳

で
確
認
す
る
。

　

子
ど
も
が
施
設
内
で
事
故

に
あ
っ
た
時
の
責
任
の
所
在
は
。

　

ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
責

任
の
所
在
は
こ
こ
で
明
言
は

で
き
な
い
。

　

先
の
議
会
に
お
い
て
事
故

対
応
で
村
は
責
任
を
負
わ
ず

受
託
す
る
空
港
ビ
ル
が
責
任
を
負

う
と
答
弁
し
て
い
る
が
間
違
い
な

い
の
か
。

　

空
港
ビ
ル
で
は
施
設
内
の

事
故
を
対
象
と
し
た
保
険
に

加
入
し
て
い
る
。　
（
起
立
全
員
）

　

第
５
期
玉
川
村
介
護
保
険
事
業

計
画
期
間
に
お
け
る
介
護
保
険
料

率
の
増
加
抑
制
を
図
る
た
め
の
財

源
に
充
て
る
基
金
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
起
立
全
員
）

　

農
業
委
員
会
委
員
並
び
に
議
会

に
対
す
る
国
民
健
康
保
険
税
及
び

介
護
保
険
料
の
減
免
対
象
期
間
を

延
長
す
る
た
め
の
改
正
を
行
う
も

の
で
あ
る
。　
　
　
（
起
立
全
員
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
億
１
０

２
６
万
１
千
円
を
追
加
し
予
算
総

額
を
39
億
５
５
３
０
万
４
千
円
と

す
る
も
の
で
あ
る
。
歳
入
歳
出
の

主
な
も
の
は
表
１
の
と
お
り
で
あ

る
。　
　
　
　
　

　（
起
立
全
員
）

議 会 だ よ り （２）平成24年11月8日

　

東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
区
域

法
の
規
定
に
よ
り
、
内
閣
総
理
大

臣
の
認
定
を
受
け
た
復
興
推
進
計

画
に
係
る
一
定
の
事
業
の
用
に
供

す
る
施
設
を
、
設
置
し
た
事
業
者

に
対
し
て
課
す
る
固
定
資
産
税
の

課
税
免
除
の
措
置
を
す
る
条
例
の

制
定
で
あ
る
。　
　

　

対
象
に
な
る
企
業
は
あ
る

の
か
。

　

新
た
に
建
物
を
建
て
て
進

出
す
る
企
業
が
あ
れ
ば
該
当

す
る
。　
　
　
　
　
（
起
立
全
員
）

　

施
設
の
開
設
に
あ
た
り
、
そ
の

名
称
、
位
置
及
び
使
用
料
、
そ
の

他
の
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
を

定
め
る
も
の
で
あ
る
。

　

使
用
料
の
減
免
は
ど
の
よ

う
に
し
て
確
認
す
る
の
か
。

　玉川村議会９月定例会は９月 18 日から 25 日までの８日間の会期で開かれました。

　今回の議会では、条例の制定や改正の議案７件、補正予算議案６件、決算の認定７件、

報告１件、指定金融機関の指定が提案されました。

　また、一般質問には７名の議員が登壇し村執行部の考えを質しました。

条
　
　
　
例

補
　
正
　
予
　
算

あらまし

玉
川
村
屋
内
遊
び
場
設

置
条
例
の
制
定

玉
川
村
介
護
保
険
財
政
安
定
化

特
例
交
付
金
基
金
条
例
の
制
定

玉
川
村
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

玉
川
村
税
特
別
措
置
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

玉
川
村
表
彰
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

答

答 答答

質質

質質

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

玉
川
村
復
興
産
業
集
積
区
域
に

お
け
る
固
定
資
産
税
の
課
税
免

除
に
関
す
る
条
例
の
制
定

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
者
に

対
す
る
村
民
税
等
の
減
免
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

１　一般会計の歳入・歳出の主なもの　　　単位：千円
区分 款 補正額 備　考

歳　入

繰 越 金 161,963 繰越金
地方交付税 58,974 普通交付税
諸 収 入 30,090 米の全袋検査の助成金等
国庫支出金 27,283 災害廃棄物処理事業等

歳　出

総 務 費 102,737 財政調整積立金
諸 支 出 金 95,320 学校建設及び公共施設基金
民 生 費 65,655 災害廃棄物処理事業等
農林水産費 25,591 米の全袋検査等

的
支
出
額
に
対
し
て
不
足
す
る
額

１
億
１
０
５
４
万
６
千
円
は
過
年

度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
１
億
９

５
４
万
６
千
円
及
び
当
年
度
分
消

費
税
資
本
的
収
支
調
整
額
１
０
０

万
円
で
補
て
ん
す
る
。

　

資
本
的
収
入
及
び
支
出
の

収
入
の
中
の
補
償
金
の
中
身

は
何
か
。

　

た
ま
か
わ
荘
の
増
床
に
伴

い
敷
地
内
に
あ
る
水
道
菅
を

移
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

こ
で
特
老
を
運
営
管
理
す
る
石
川

福
祉
会
が
移
設
の
補
償
金
を
出
す

と
い
う
も
の
で
あ
る
。　

　
　
　
　
　
　
　
　（
起
立
全
員
）

　

平
成
22
年
か
ら
２
年
交
代
で
指

定
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
本

年
10
月
31
日
で
須
賀
川
信
用
金
庫

の
契
約
が
満
了
と
な
る
。
11
月
１

日
よ
り
あ
ぶ
く
ま
石
川
農
業
協
同

組
合
を
指
定
し
た
い
の
で
議
会
の

議
決
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

（
起
立
全
員
）

　　

前
年
度
繰
越
金
が
確
定
し
た
こ

と
に
よ
り
繰
越
金
を
３
５
６
万
３

千
円
増
額
し
、
一
般
会
計
繰
越
金

を
３
５
６
万
３
千
円
減
額
す
る
も

の
で
あ
る
。　
　

　（
起
立
全
員
）

　

収
益
的
収
入
及
び
支
出
総
額
を

そ
れ
ぞ
れ
63
万
６
千
円
増
額
す
る

も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
資
本
的
収

入
の
主
な
補
正
は
補
償
金
を
３
５

４
万
円
増
額
す
る
の
も
で
あ
る
。

※
収
益
的
支
出
の
主
な
も
の

◦
配
水
及
び
給
水
費　

62
万
８
千

円◦
総
係
費　

８
千
円

※
資
本
的
収
入
の
主
な
も
の

◦
補
償
金　

３
５
４
万
円

※
資
本
的
支
出
の
主
な
も
の

◦
施
設
拡
張
事
業
費　

１
８
８
１

万
円

　

な
お
、
資
本
的
収
入
額
が
資
本

で
あ
る
。　
　
　
　
（
起
立
全
員
）

　

前
年
度
の
歳
入
歳
出
決
算
が
確

定
し
た
の
で
そ
の
精
算
に
係
る
補

正
で
あ
る
。

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
27
万
９
千

円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
４
６

３
７
万
９
千
円
と
す
る
も
の
で
あ

る
。　
　
　
　
　
　
（
起
立
全
員
）

　

予
算
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
１
５
５
５
万
１
千
円
を
追
加
し

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
５
９
９

５
万
６
千
円
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

※
歳
入
の
主
な
も
の

◦
一
般
会
計
繰
入
金　

７
４
１
万

２
千
円

◦
繰
越
金　

８
１
３
万
９
千
円

※
歳
出
の
お
も
な
も
の

◦
修
繕
料　

２
０
０
万
６
千
円

◦
工
事
請
負
費　

１
３
５
４
万
５

千
円　
　
　
　
　
　
（
起
立
全
員
）

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
質
疑
は
活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
紙
面
で
紹
介
し
き
れ
な
い
の

で
残
念
な
が
ら
割
愛
い
た
し
ま

す
。

　

前
年
度
の
歳
入
歳
出
が
確
定
し

た
の
で
、
そ
の
精
算
と
本
年
度
介

護
保
険
料
賦
課
決
定
、
過
年
度
分

の
支
払
基
金
、
県
支
出
金
の
確
定

等
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
９
５
９
万
５
千
円
を

追
加
し
、
予
算
総
額
を
３
億
８
４

３
９
万
３
千
円
と
す
る
も
の
で
あ

る
。

※
歳
入
の
主
な
も
の

◦
保
険
料　
　

５
１
１
万
４
千
円

◦
繰
越
金　
　

４
２
５
万
７
千
円

◦
県
支
出
金　

１
５
７
万
４
千
円

※
支
出
の
主
な
も
の

◦
保
健
給
付
費
７
４
４
万
４
千
円

◦
諸
支
出
金　
　
　

64
万
６
千
円

◦
財
政
安
定
化
基
金
特
例
交
付
金

　

積
立
金　
　
　
　

１
５
１
万
円

　

償
還
金
の
中
身
は
な
ん
な

の
か
。

　

国
庫
支
出
金
の
過
年
度
分

精
算
に
よ
り
生
じ
た
返
還
金

（３） 平成24年11月８日

　　玉川村議会

9 月 定 例 会

指
定
金
融
機
関
の
指
定

答

答

質 介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
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議 会 だ よ り （４）平成24年11月8日

表３　平成 23年度各種会計の決算状況　　　　　（単位：円）
会　計　区　分 歳　入 歳　出
一　般　会　計 4,336,945,155 3,983,604,799

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 887,185,853 840,150,634

介 護 保 険 362,806,066 358,547,105

後 期 高 齢 者 医 療 43,666,793 43,385,988

農業集落排水事業 120,584,917 112,443,929

簡 易 水 道 事 業 21,759,605 18,194,896

表４　上水道事業会計決算状況　　　　　　　　　（単位：円）
総　収　益 総　費　用 総　利　益

178,639,244 177,539,008 1,100,236

　

地
方
税
に
お
い
て
東
日
本
大
震

災
か
ら
１
年
半
が
経
過
し
、
村
内

企
業
の
業
績
回
復
等
に
よ
る
法
人

住
民
税
が
増
加
し
た
。

ま
た
、
震
災
復
興
特
別
交
付
税
等

の
創
設
に
よ
り
地
方
交
付
税
が
大

決
算
の
認
定

幅
に
増
加
し
、
震
災
等
の
復
旧
・

復
興
時
事
業
の
実
施
に
よ
り
、
国

庫
支
出
金
も
大
幅
な
増
加
と
な
っ

た
。（
表
２
を
参
照
）。

　

し
か
し
、
原
発
災
害
へ
の
対
応

や
不
安
定
な
雇
用
情
勢
、
農
林
業

の
風
評
被
害
に
よ
る
停
滞
な
ど
多

く
の
課
題
が
山
積
し
て
厳
し
い
財

政
状
況
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り

は
な
い
。

　

【
一
般
会
計
】

　

歳
入
の
合
計
は
、
43
億
３
６
９

４
万
円
と
な
っ
た
。
歳
入
の
主
な

も
の
は
、
地
方
交
付
税
の
18
億
１

７
２
６
万
円
で
全
体
の
41
・
９
％
、

村
税
が
７
億
４
５
４
４
万
円
で

17
・
２
％
で
あ
っ
た
。

　

歳
出
は
、
物
件
費
の
削
減
を
図

り
、
公
債
費
の
確
実
な
償
還
を
実

施
し
、
住
民
福
祉
の
充
実
を
目
指

し
、
投
資
的
経
費
の
計
画
的
執
行

に
努
め
た
結
果
、
歳
出
合
計
は
、

39
億
８
３
６
０
万
円
と
な
っ
た
。

　

歳
入
歳
出
差
引
で
、
３
億
５
３

３
４
万
円
と
な
り
、
翌
年
度
繰
り

越
す
べ
き
財
源
１
億
６
１
３
８
万

円
を
除
く
と
１
億
９
１
９
６
万
円

の
黒
字
と
な
っ
た
。（
表
３
参
照
）

（
起
立
全
員
）

【
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
】

　

収
入
８
億
８
７
１
８
万
円
、
支

出
８
億
４
０
１
５
万
円
で
、
差
引

残
金
は
４
７
０
３
万
円
と
な
っ
た
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
国
庫
支

出
金
が
２
億
３
６
１
３
万
円
、
保

険
税
が
１
億
９
５
６
３
万
円
、
合

わ
せ
る
と
全
体
の
53
・
９
％
を
占

め
て
い
る

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
保
険
給

付
費
が
５
億
４
５
６
６
万
円
で

64
・
９
％
で
あ
る
。（
表
３
参
照
）　

　
　
　
　
　
　
　
　（
起
立
全
員
）

【
そ
の
他
の
特
別
会
計
】

　

他
の
特
別
会
計
及
び
上
水
道
事

業
会
計
の
決
算
は
、
表
３
、
表
４

の
と
お
り
で
あ
る
。　
（
起
立
全
員
）

平
成
23
年
度

村
財
政
運
営
状
況

各
種
会
計
の
認
定

０

０ 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 億円

億円

79,090,586

492,237,370
625,373,727

704,347,755
651,389,819

474,435,409
389,023,635

85,000
89,620

253,890,372
245,372,507

41,322,321
47,523,570

170,628,712
166,042,058
180,178,506
152,405,526

347,266,714
435,225,070

501,218,446
490,605,674

398,993,183

745,466,472
695,010,082

1,817,260,000

968,526,211

464,192,757

273,600,000
352,700,000

532,092,472
663,690,773

1,565,093,000

261,886,417

339,910,425
45,427,461

60,212,579

一般会計歳出前年対比

　一般会計歳入前年度比
表２

議会費

総務費

民生費

衛生費

労働費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

災害復旧費

公債費

諸支出金

村税

地方交付税

国県支出金

村債

その他

本年度

前年度

本年度

前年度

79,090,586

492,237,370
625,373,727

704,347,755
651,389,819

474,435,409
389,023,635

85,000
89,620

253,890,372
245,372,507

41,322,321
47,523,570

170,628,712
166,042,058
180,178,506
152,405,526

347,266,714
435,225,070

501,218,446
490,605,674

745,466,472

398,993,183

695,010,082

1,817,260,000

968,526,211

464,192,757

273,600,000
352,700,000

532,092,472
663,690,773

1,565,093,000

261,886,417

339,910,425
45,427,461

60,212,579

議 会 だ よ り（５） 平成24年11月８日

　

平
成
23
年
度
の
定
期
監
査
及
び

決
算
監
査
は
、
７
月
26
日
か
ら
31

日
ま
で
の
期
間
で
行
わ
れ
た
。

　

そ
の
結
果
、
監
査
委
員
よ
り
次

の
と
お
り
報
告
が
行
わ
れ
た
。

【
各
種
会
計
状
況
】　

　

各
会
計
で
繰
越
金
を
計
上
で
き

た
の
は
、
事
業
の
見
直
し
や
経
費

削
減
に
努
め
た
結
果
だ
と
考
え
る
。

　

し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
繰
入
金

が
入
っ
て
い
る
の
で
、
今
後
は
繰

入
金
を
出
来
る
だ
け
縮
減
し
予
算

執
行
で
き
る
よ
う
要
望
す
る
。

　

ま
た
、
上
水
道
事
業
会
計
は
、

時
期
と
考
え
る
。

【
未
登
記
】

　

対
前
年
比
１
１
０
筆
減
の

７
７
７
筆
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

今
後
も
期
限・目
標
を
設
定
し
、重

大
な
資
産
リ
ス
ク
解
消
に
向
け
て

更
に
努
力
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

【
緑
資
源
公
団
事
業
償
還
金
】

　

債
務
者
に
督
促
状
を
郵
送
す
る

だ
け
で
面
談
は
し
な
か
っ
た
と
の

こ
と
で
、
再
度
全
債
務
者
と
今
後

の
返
済
方
法
を
話
し
合
う
べ
き
と

考
え
る
。

給
水
、
供
給
原
価
と
も
高
く
有
収

率
も
低
い
た
め
、
繰
入
金
の
依
存

度
が
高
い
体
質
と
な
っ
て
い
る
。

現
時
点
に
お
い
て
は
安
定
し
た
配

水
が
出
来
て
い
る
が
、
早
め
に
使

用
計
画
を
た
て
、
安
全
な
水
の
安

定
供
給
に
つ
な
げ
る
よ
う
要
望
す

る
。

【
財
産
管
理
】

　

有
価
証
券
及
び
出
資
金
、
預
金
、

現
金
管
理
、
資
金
運
用
は
適
正
で

あ
る
。

【
滞
納
額
】

　

滞
納
額
は
、
表
５
の
と
お
り
で

あ
る
。
対
前
年
度
比
１
３
６
８
万

８
千
円
減
っ
た
が
、不
納
欠
損
額
２

３
２
７
万
６
千
円
を
含
め
る
と
、

実
質
９
５
８
万
８
千
円
の
増
加
で

あ
る
。

　

滞
納
金
は
財
政
計
画
及
び
行
政

の
公
平
・
公
正
の
点
か
ら
も
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
積
極
的
は

改
善
対
策
を
求
め
る
。

　

ま
た
、
回
収
見
込
み
の
な
い
も

の
を
計
上
し
た
り
、
費
用
対
効
果

の
少
な
い
も
の
を
長
期
に
わ
た
っ

て
回
収
す
る
よ
り
は
、
不
納
欠
損

処
理
し
現
年
度
分
回
収
に
力
を
注

い
だ
方
が
合
理
的
で
あ
り
、
督
促

専
門
部
署
を
立
ち
上
げ
て
取
組
む

監
査
報
告

表５　滞　納　額（上水道料を除く）　　　　　　　　　　
　（単位：千円）

区　分 滞納額 区　分 滞納額
村 　 税 52,026 簡易水道料 1,267

国 保 税 58,231 下水道使用料 11,523

介護保険料 1,076 緑資源償還金 37,805

住宅使用料 23,657

保育所使用料 32 合　計 185,617

　滞納額は185,617千円と平成22年度と比較し13,688千
円減少しましたが、不納欠損額23,276千円を含めると実質
9,588千円の増加であり、年々増える一方であります。
　増加要因としては、景気低迷による企業業績悪化によりリス
トラされた生活困窮者等の増加と、年々納税に対しての意識低
下が顕著になっていることだと思います。
今後も、延滞者に対しては強い態度で臨み、「ゴネ得」をさせ
ない取り組みと、納税義務の意識付けの徹底を要望します。
また慢性的といえる滞納金は、財政計画及び行政の公平・公正
の点からも大きな影響を及ぼしますので、積極的な改善対策を
求めます。
　督促に関しても、目標と計画を立て迅速な対応と経験豊富な
職員の確保が重要でありますし、各課間の延滞者情報の共有も
大切であります。特に執行部の取り組み方針は明確にし、職員
に徹底すべきであります。
　滞納金で回収見込みのないものを計上したり、費用対効果が
少ないものを長期間にわたって回収するよりは、不納欠損処理
して現年度分回収に力を注いだほうが合理的でありますし、早
急に督促専門部署を立ち上げ取り組む時期であると提言しま
す。
　もう一つの重大な資産リスクである未登記件数は、平成23
年3月末887筆でありました。23年度新規買収分129筆あ
り、過年度124筆、現年度115筆の合計239筆が処理され、
平成24年3月31日現在777筆となりました。
今後も期限・目標を設定して、重大な資産リスク解消に向け、
さらに努力することを希望します。
　緑資源公団事業償還金については、年間回収額が30万円未
満であることを考慮すれば、再度全債務者と今後の返済方法を
話し合うことが必要であり、村としての取組方針を決定すべき
であると考えます。
　以上、審査報告と意見の一端を開陳するものであります。

≪監査委員の決算審査報告並びに意見の開陳≫
　　　　　　　　　　　　　　　〔一般会計〕

▲監査委員による各課ヒアリングのようす

▲被災した文化体育館駐車場復旧工事の現地監査



議 会 だ よ り

　第３回臨時会は平成 24 年 10 月 22
日に開かれ、屋内遊び場の遊具購入の変
更契約と教育委員の任命に同意する２つ
の議案が提出され、原案どおり可決、同
意されました。

　空港ビルに設置する屋内遊び場の遊具
の購入契約は、９月定例会で可決されま
したが、実際の購入金額が 108,179 円
安い 1989 万円となった変更契約を可
決しました。

（起立全員）

　

　教育委員に月田秀夫氏（中）の任命に
同意する議案も可決しました。月田氏は
２期目で11月 19日から 4年間の任期
となります。　　　　　　　（起立全員）

（６）平成24年11月８日

　

村
執
行
当
局
よ
り
地
方
公
共
団

体
の
財
政
の
健
全
性
を
判
断
す
る

指
標
の
報
告
が
監
査
委
員
に
行
わ

れ
た
。

　

表
６
及
び
表
７
の
と
お
り
、
一

般
会
計
等
に
お
け
る
健
全
化
判
断

比
率
、
公
営
企
業
に
お
け
る
資
金

不
足
比
率
の
指
標
が
報
告
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
早
期
健
全
化
基
準
及
び

経
営
健
全
化
基
準
を
ク
リ
ア
し
て

い
る
報
告
が
さ
れ
た
。

健
全
化
判
断
比
率
・

資
金
不
足
比
率
の
報
告

健
全
化
判
断
比
率
・
資
金

不
足
比
率
の
審
査
報
告

　

監
査
委
員
よ
り
健
全
化
判
断
比

率
等
に
つ
い
て
の
審
査
報
告
が
次

の
と
お
り
行
わ
れ
た
。

【
実
質
赤
字
比
率
】

　

一
般
会
計
に
お
い
て
、
実
質
収

支
が
黒
字
で
あ
る
た
め
、
実
質
赤

字
比
率
は
な
い
。

【
連
結
実
質
赤
字
比
率
】

　

全
て
の
会
計
に
お
い
て
、
連
結

実
質
収
支
が
黒
字
で
あ
る
た
め
、

実
質
赤
字
比
率
は
な
い
。

【
実
質
公
債
比
率
】

　

公
債
費
の
比
重
を
示
す
比
率
で

15
・
２
％
と
な
り
、
早
期
健
全
化

基
準
の
25
％
を
下
回
る
も
の
の
、

ま
だ
高
い
比
率
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
比
率
の
健
全
化
の
た
め

引
き
続
き
計
画
的
な
財
政
運
営
を

図
ら
れ
る
よ
う
希
望
す
る
。

【
将
来
負
担
比
率
】

　

一
般
会
計
が
将
来
負
担
す
べ
き

実
質
的
な
負
債
を
捉
え
た
比
率
で
、

73
・
９
％
と
な
り
、
早
期
健
全
化

基
準
の
３
５
０
％
は
下
回
る
が
、

今
後
と
も
適
正
な
財
政
運
営
に
努

力
さ
れ
る
よ
う
希
望
す
る
。

【
公
営
企
業
の
資
金
不
足
比
率
】

　

上
水
道
事
業
会
計
、
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
及
び
農
業
集
落
排

水
事
業
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、

い
ず
れ
も
資
金
不
足
と
な
る
会
計

は
な
い
。

◦
川
辺
字
和
尚
平
地
内
の
村
道
拡

幅
整
備
に
関
す
る
請
願

請
願
者

　

川
辺
区
副
区
長　

川
崎
聖
幸

紹
介
議
員　
　
　
　

三
瓶　

力

　
　

付
託
を
受
け
た
総
務
産
業
建

設
常
任
委
員
会
で
審
議
し
た
結
果
、

採
択
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

　

本
会
議
に
お
い
て
委
員
会
審
議

結
果
を
報
告
し
た
と
こ
ろ
、
全
員

異
議
な
し
で
採
択
さ
れ
た
。

請
　
　
　
願

第３回臨時会

議案２件を審議

表６　健全化判断比率
健全化判断比率 平成 23年度 早期健全化基準

実質赤字比率 －％ 15.0%

連結実質赤字比率 －％ 20.0%

実質公債費比率 15.2% 25.0%

将来負担比率 73.9% 350.0%

表７　資金不足比率
特別会計の名称 資金不足比率 経営健全化基準

上水道事業会計 －％ 20.0%

簡易水道事業
特別会計 －％ 20.0%

農業集落排水
事業特別会計 －％ 20.0%

〔屋内遊び場遊具購入の変更契約〕

〔教育委員月田氏の再任〕

▲現地視察する委員

使
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

①
年
度
計
画
ど
お
り
順
調
に

執
行
し
て
い
ま
す
。
②
開
港

20
周
年
事
業
に
つ
い
て
は
、
福
島

空
港
の
利
活
用
促
進
の
た
め
延
期

せ
ず
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
小
中

高
生
の
心
の
ケ
ア
は
非
常
に
大
切

で
あ
る
の
で
新
た
に
予
算
に
計
上

し
対
処
し
ま
す
。

　

役
場
前
道
路
の
枯
れ
た
ま

ま
の
樹
木
を
い
つ
ま
で
放
置

し
て
お
く
つ
も
り
な
の
か
。
小
学

校
、
中
学
校
で
は
花
壇
コ
ン
ク
ー

を
決
め
８
月
10
日
に
先
進
地
視
察

を
お
こ
な
っ
て
き
ま
し
た
。
幼
稚

園
、
保
育
所
、
給
食
セ
ン
タ
ー
は

老
朽
化
が
激
し
く
敷
地
も
狭
い
の

で
新
た
に
幼
保
一
体
化
施
設
「
子

ど
も
園
」
の
建
設
と
給
食
セ
ン
タ

ー
の
統
合
建
築
に
つ
い
て
役
場
内

に
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
た
次

第
で
す
。
今
後
は
い
っ
そ
う
の
情

報
の
共
有
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。　

東
日
本
大
震
災
に
お
い

て
、
我
が
村
も
大
い
な
る
被

害
を
こ
う
む
り
ま
し
た
。
被
害
に

あ
わ
れ
た
皆
様
に
対
し
心
よ
り
お

見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
こ

で
、
村
道
道
路
の
被
害
件
数
、
こ

れ
ま
で
復
旧
完
了
し
た
件
数
、
残

り
の
被
害
道
路
は
い
つ
ま
で
に
復

旧
で
き
る
の
か
。

　

村
道
及
び
農
道
を
併
せ
て

１
２
５
ヶ
所
、
完
了
し
た
件

数
77
ヵ
所
、
残
り
の
被
害
道
路
は

11
月
末
に
は
完
了
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

ル
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
て
い

る
。
子
供
達
に
と
っ
て
花
や
動
物

を
育
て
る
こ
と
は
情
操
教
育
、
協

調
性
、
忍
耐
力
を
養
う
観
点
か
ら

も
大
変
重
要
な
こ
と
だ
と
思
う
。

枯
木
に
つ
い
て
役
場
の
中
か
ら
も

意
見
は
な
か
っ
た
の
か
。

　

以
前
よ
り
気
に
な
っ
て
お

り
ま
し
た
が
、
今
後
、
環
境

美
化
に
努
め
、
街
路
樹
に
つ
い
て

は
、
年
度
内
に
樹
種
の
選
定
を
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

認
定
こ
ど
も
園
に
つ
い
て

の
話
し
合
い
に
つ
い
て
状
況

を
伺
い
た
い
。
な
お
、
今
後
大
型

事
業
（
学
校
の
統
廃
合
、
庁
舎
建

築
等
）
に
対
し
て
は
議
会
側
か
ら

も
提
案
で
き
る
よ
う
に
情
報
の
共

有
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

か
。　

認
定
こ
ど
も
園
に
つ
い
て

は
第
１
回
玉
川
村
給
食
セ
ン

タ
ー
、
総
合
こ
ど
も
園
建
設
検
討

委
員
会
を
開
催
し
、
今
後
の
日
程

玉川村議会9月定例会 

Ｑ　

24
年
度
事
業
の
進
捗
状
況
は 

Ａ　

計
画
ど
お
り
執
行
し
て
い
ま
す

平
成
24
年
度
事
業
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
、

①
今
ま
で
の
事
業
と
進
捗
状
況
と

残
り
下
半
期
の
事
業
の
見
通
し
に

つ
い
て
。

②
福
島
空
港
開
港
20
周
年
記
念
事

業
と
し
て
、
空
港
対
策
費
１
２
２

６
万
４
千
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
村
長
と
行
く
「
た
ま
か
わ
女

性
の
翼
」
と
「
た
ま
か
わ
長
寿
の

翼
」
の
計
80
名
に
こ
の
予
算
を
考

え
て
い
る
の
か
。

③
今
回
の
学
校
の
不
祥
事
を
は
じ

め
、
村
内
の
企
業
倒
産
等
、
世
の

中
は
不
安
定
な
状
況
で
推
移
し
て

い
る
。
こ
の
記
念
事
業
を
延
期
す

る
考
え
は
な
い
の
か
。
こ
の
予
算

を
村
内
小
中
高
生
の
心
の
ケ
ア
に

問

問

問

問 答

答答

答

車
田
悦
夫

議
員

Ｑ　

役
場
前
の
枯
れ
た
樹
木
は

Ａ　

年
度
内
に
樹
種
選
定
し

　
　

植
え
ま
す

Ｑ　

大
型
事
業
の
情
報
の
共
有

　
　

化
を

Ａ　

今
後
、
情
報
の
共
有
化
を

　
　

図
り
ま
す

Ｑ　

震
災
に
よ
る
道
路
復
旧
は

い
つ
ま
で

Ａ　

11
月
末
に
は
完
了
し
た
い

議 会 だ よ り（７） 平成24年11月８日
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行
き
、
青
年
団
に
つ
い
て
は
、
専

門
の
職
員
を
設
け
支
援
し
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

前
回
、
質
問
を
し
た
仮
置

き
場
の
問
題
だ
が
、
現
在
ど

の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
の

か
。　

５
月
に
続
い
て
、今
月（
９

月
）の
14
日
に
山
小
屋
地
区
、

18
日
に
北
須
釜
地
区
の
住
民
の

方
々
に
第
２
回
目
の
説
明
会
を
開

催
し
た
が
、
結
果
的
に
了
承
さ
れ

て
お
り
ま
せ
ん
。
飲
料
水
の
水
源

に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
国

の
中
間
貯
蔵
施
設
が
未
だ
に
決

ま
っ
て
い
な
い
の
で
最
終
処
分
場

に
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
の
反
対

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

一
方
、
国
が
示
し
た
基
準
に
沿
っ

て
仮
置
き
場
を
造
り
管
理
す
る
と

説
明
し
て
い
る
の
だ
か
ら
子
供
た

ち
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
信
用
し
て

協
力
し
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か

と
い
う
意
見
も
頂
き
ま
し
た
。

ご
意
見
や
発
言
を
踏
ま
え
な
が
ら

今
後
の
対
応
を
し
て
参
り
ま
す
。

　

村
青
年
団
（
６
団
体
）
に

村
で
助
成
金
を
出
し
て
い
る

が
、
各
青
年
団
が
別
々
の
活
動
を

し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
こ
れ
を

全
体
で
活
動
を
す
る
支
援
を
し
て

は
ど
う
か
。

　

村
の
青
年
団
は
、
団
員
が

少
な
く
団
員
の
確
保
が
難
し

い
現
状
で
あ
り
ま
す
。

　

公
民
館
を
中
心
に
青
年
団
を
支

援
し
、
助
成
と
併
せ
て
問
題
や
課

題
等
を
探
り
交
流
を
深
め
、
親
睦

融
和
を
図
り
ま
す
。
青
年
団
活
動

が
成
人
に
な
り
村
全
体
活
動
に
繋

げ
ら
れ
る
よ
う
支
援
検
討
し
て
参

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

高
齢
者
に
対
し
て
は
さ
ま

ざ
ま
な
対
策
が
さ
れ
て
い
る

が
、
も
っ
と
青
年
団
に
対
し
て
の

支
援
を
し
て
は
ど
う
か
。

　

平
成
22
年
に
連
絡
協
議
会

が
発
足
し
て
積
極
的
に
検
討

し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

支
援
に
よ
っ
て
団
員
の
数

も
多
く
な
り
、
女
性
の
方
も

団
員
に
な
る
と
思
う
。
そ
の
中
で

カ
ッ
プ
ル
も
で
き
る
の
で
は
な
い

か
。　

村
も
青
年
団
、
婦
人
会
、

老
人
会
の
活
動
を
支
援
し
て

ら
男
性
７
名
、
女
性
３
名
の
参
加

が
あ
り
、
村
関
係
の
カ
ッ
プ
ル
は

３
組
あ
り
ま
し
た
。
村
独
自
で
の

開
催
は
予
定
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

今
後
、
結
婚
相
談
員
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
次
年
度
以
降
検
討
い
た

し
ま
す
。

　

結
婚
相
談
員
は
12
名
の
方

が
い
る
が
、
あ
ま
り
活
動
が

見
受
け
ら
れ
な
い
よ
う
に
思
う
。

も
っ
と
活
動
を
し
て
は
ど
う
か
。

　

石
川
地
方
で
こ
の
事
業
は

３
年
に
な
り
ま
す
が
、
本
村

で
は
積
極
的
に
支
援
を
し
村
独
自

の
支
援
も
こ
れ
か
ら
し
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

以
前
に
は
結
婚
さ
れ
た
方

に
村
と
し
て
祝
金
や
祝
の
品

を
贈
っ
て
い
た
と
思
う
。
現
在
は

無
い
。
こ
れ
か
ら
結
婚
を
す
る
方

に
祝
の
品
を
贈
っ
て
は
ど
う
か
。

　

祝
金
、
祝
の
品
を
現
在
は

贈
っ
て
い
ま
せ
ん
。
結
婚
を

し
な
い
と
村
の
人
口
も
増
え
な
い

こ
と
か
ら
こ
う
し
た
支
援
も
検
討

を
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

青
年
団
活
動
を
も
っ
と
応

援
し
て
は
。

　

専
門
の
職
員
を
設
け
支
援

し
て
行
き
ま
す
。

　

震
災
し
た
人
た
ち
を
村
に

定
住
さ
せ
る
よ
う
働
き
か
け

て
は
ど
う
か
。

　

石
川
地
方
は
線
量
も
低
い

の
で
積
極
的
に
働
き
か
け
を

し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

婚
活
を
も
っ
と
応
援
し
て

は
　

結
婚
相
談
委
員
と
共
に
応

援
し
ま
す

　

広
報
「
た
ま
か
わ
」
で
も

８
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
と

掲
載
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
中
に
玉

川
村
の
方
は
い
た
の
か
。
こ
の
婚

活
に
村
独
自
の
応
援
の
考
え
は
な

い
の
か
。

　

８
組
の
カ
ッ
プ
ル
は
７
月

に
石
川
地
方
連
携
事
業
の
婚

活
で
の
実
績
で
あ
り
ま
す
。
村
か

　

玉
川
村
が
現
在
進
め
て
お

り
ま
す
地
域
活
性
化
定
住
対

策
協
議
会
の
現
段
階
で
状
況
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

定
住
、
移
住
対
策
の
た
め

各
行
政
区
長
さ
ん
や
各
種
役

員
の
皆
様
方
の
ご
協
力
を
頂
き
本

年
度
中
に
取
り
ま
と
め
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

大
震
災
の
時
に
な
ぜ
仮
設

住
宅
の
誘
致
を
や
ら
な
か
っ

た
の
か
。
も
し
、
仮
設
住
宅
の
誘

致
を
し
て
い
れ
ば
中
に
は
数
名
の

方
々
が
定
住
さ
れ
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　

仮
設
住
宅
を
村
と
し
て
要

請
も
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
県
か
ら
の
要
請
も
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

（８）平成24年11月８日

Ｑ 

地
域
活
性
化
定
住
化
対
策
は

Ａ 

本
年
度
中
に
は
取
り
ま
と
め
ま
す

Ｑ 

仮
置
き
場
に
つ
い
て

Ａ 

結
果
的
に
は
了
承
さ
れ
て
お
り

 　
ま
せ
ん

渡
邊
一
雄

議
員

問

問

問

問

問

問

問

問

問問

問

問

答

答答

答

答

答答答

答答答

答

ふ
る
さ
と
に
誇
り
を
持
ち
郷
土
愛

を
育
む
場
所
と
し
て
館
山
全
体
を

公
園
化
す
る
考
え
は
。

◦
整
備
す
べ
き
主
な
点

①
北
側
よ
り
公
園
駐
車
場
に
つ
な

が
る
道
路
の
整
備

②
だ
れ
も
が
散
策
で
き
る
遊
歩
道

の
整
備

③
北
側
全
体
の
樹
木
伐
採
や
雑
草

刈
り
払
い
等
の
整
備

　

村
が
整
備
し
た
土
地
以
外

に
つ
い
て
は
、
境
内
地
や
個

人
所
有
の
土
地
が
ほ
と
ん
ど
で
あ

り
、
大
寺
城
址
を
今
後
ど
の
よ
う

に
整
備
し
、
将
来
に
残
し
て
い
く

か
地
域
の
皆
様
の
意
見
を
伺
い
な

が
ら
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

山
漁
村
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支

援
交
付
金
事
業
が
あ
り
ま
す
。
採

択
要
件
に
つ
い
て
は
、
事
業
メ

ニ
ュ
ー
ご
と
県
の
整
備
計
画
に
村

の
計
画
を
位
置
づ
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
農
道
関
係
に
つ
い
て
の

採
択
要
件
と
し
て
は
受
益
面
積
５

ha
以
上
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。

④
別
紙
、
一
覧
表
を
配
布
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

⑤
補
助
事
業
や
交
付
金
事
業
等
の

採
択
要
件
及
び
村
の
財
政
状
況
を

み
な
が
ら
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

　

大
寺
城
址
は
歴
史
遺
産
で

あ
り
村
の
宝
で
あ
り
ま
す
。

　

統
合
に
つい
て
伺
う
。

①
小
規
模
校
で
公
平
・
公
正

で
質
の
高
い
教
育
は
可
能
か
。

②
地
区
懇
談
会
等
で
の
意
見
は
。

③
政
策
調
整
連
絡
会
議
で
の
議
論
の

集
約
は
。

　

①
学
校
教
育
は
学
習
指
導

要
領
に
お
い
て
教
育
課
程
が

編
成
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
公
教
育

と
し
て
指
導
内
容
等
に
つい
て
は
公

平
公
正
で
あ
る
。
質
の
高
い
教
育
に

つい
て
は
、ど
の
よ
う
な
判
断
基
準
で

評
価
で
き
る
か
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

②
22
年
度
の
川
辺
地
区
の
懇
談
会

で
は
保
護
者
の
考
え
を
重
視
す
べ

き
と
の
意
見
。「
川
辺
小
学
校　

今

後
の
児
童
数
及
び
学
級
数
の
推
移

に
つ
い
て
の
説
明
会
」
で
は
、

◦
統
合
を
村
行
政
と
し
て
の
指
針

・
考
え
は
あ
る
の
か
。

◦
複
式
に
な
っ
た
場
合
、
教
師
の

複
式
加
配
を
お
願
い
し
複
式
解
消

を
お
願
い
し
た
い
。

◦
村（
行
政
）で
複
式
学
級
に
な
る

ま
で
に
結
論
を
出
し
て
ほ
し
い
。

と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

③
村
が
村
全
体
と
し
て
の
学
校
の

あ
り
方
・
方
向
性
を
含
め
地
域
へ

の
情
報
を
提
供
し
、
地
域
と
意
見

交
換
し
な
が
ら
地
域
の
意
見
を
尊

重
し
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、

統
合
し
た
場
合
の
施
設
利
用
も
検

討
を
要
す
る
。

　

須
釜
中
学
校
に
お
い
て
も

生
徒
数
が
減
少
し
て
い
る
。

①
教
師
数
も
制
約
さ
れ
問
題
は
生

じ
な
い
か
。

②
文
化
活
動
・
部
活
動
に
お
い
て

問
題
は
な
い
か
。

③
近
い
将
来
、
統
合
中
へ
の
移
行

は
検
討
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

①
教
職
員
定
数
が
あ
り
、

教
科
全
て
の
専
門
教
員
が
配

置
さ
れ
な
い
現
状
と
な
る
。

（
例
）
音
楽
・
美
術
は
校
内
、
ま
た

は
非
常
勤
講
師
で
対
応
。

②
指
導
者
や
部
員
数
の
関
係
で
部

活
動
の
選
択
肢
は
少
な
く
な
る
。

③
今
の
と
こ
ろ
、
当
面
、
中
学
校

の
学
区
を
核
と
し
た
幼
小
中
連
携

強
化
を
考
え
て
お
り
ま
す
。
し
か

し
、
児
童
生
徒
数
の
推
移
を
考
慮

す
る
と
、
将
来
的
に
は
村
内
に
小

中
１
校
の
小
中
一
貫
教
育
目
指
し

た
小
中
学
校
を
設
置
す
る
よ
う
に

な
る
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

①
古
宿
村
道
︱
27
号
線
の

改
良
が
実
施
さ
れ
な
い
理

由
と
は
。

②
将
来
実
施
さ
れ
る
見
通
し
は
。

③
補
助
事
業
採
択
の
条
件
と
は
。

④
請
願
採
択
で
未
実
行
の
22
件
の

個
々
に
つ
い
て
尋
ね
る
。
請
願
区

名
・
請
願
年
度
・
請
願
内
容
。
処

理
の
経
過
と
進
捗
状
況
は
。

⑤
未
実
行
の
案
件
を
年
次
計
画
で

実
施
し
て
行
く
考
え
は
。

　

①
こ
の
請
願
さ
れ
た
路
線

の
一
部
、
延
長
１
６
２
ｍ
間

に
つ
い
て
の
改
良
は
完
了
し
て
い

ま
す
。

②
残
り
の
延
長
１
６
８
ｍ
は
村
の

財
政
状
況
を
見
な
が
ら
対
応
。

③
村
道
改
良
事
業
は
国
土
交
通
省

所
管
の
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付

金
事
業
と
農
林
水
産
省
所
管
の
農

（９） 平成24年11月８日

Ｑ 

古
宿
村
道
︱
27
号
線
の
道
路
改
良
整
備
に
つ
い
て

Ａ 

一
部
は
完
了
、
残
り
は
村
の
財
政
を
見
な
が
ら
対
応

Ｑ　

館
山
の
整
備
と
公
園
化
す
る

　
　

考
え
は

Ａ  

地
域
の
声
を
聞
い
て
対
応

Ｑ　

学
校
統
合
に
つ
い
て

Ａ  

中
学
校
を
核
と
し
て
幼
小
中

連
携
強
化
を
考
え
て
い
る

問

問

問

問

答

塩
澤
重
男

議
員

答

答

答

▲南須釜の館山
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小
林
徳
清

議
員

Ｑ 

税
及
び
使
用
料
の
滞
納
に
つ
い
て

Ａ 

不
公
平
感
や
不
満
を
持
た
れ
な
い
よ
う

　

 

厳
正
に
対
処
し
ま
す

　

当
村
に
お
い
て
22
年
度
一

般
会
計
当
初
予
算
に
対
し

７
・
43
％
、
２
億
２
６
８
１
万
９

千
円
の
滞
納
が
報
告
さ
れ
、
不
納

欠
損
額
が
２
４
１
９
万
３
千
円
も

あ
り
納
め
ら
れ
た
血
税
が
泡
と
消

え
た
も
同
然
で
あ
る
。
永
年
の
慢

性
的
な
職
務
怠
慢
が
あ
っ
た
と
言

わ
れ
て
も
弁
明
の
余
地
は
な
い
と

思
う
。
法
の
規
定
を
無
視
し
て
不

納
欠
損
処
分
し
た
場
合
は
責
任
を

追
及
さ
れ
る
と
な
っ
て
い
る
、
以

上
の
観
点
か
ら
村
長
に
伺
う
。

　

昨
年
の
監
査
意
見
に
不
十
分
な

督
促
し
か
で
き
な
い
部
署
へ
の
人

員
配
置
の
見
直
し
、
更
に
差
し
押

さ
え
等
専
門
分
野
の
職
員
育
成
も

要
望
す
る
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う

に
対
処
さ
れ
た
の
か
。

　

公
務
員
削
減
が
叫
ば
れ
た

中
で
行
政
改
革
大
綱
に
基

づ
き
削
減
し
て
き
た
経
緯
が
あ
り

職
員
数
の
増
は
行
っ
て
い
ま
せ

ん
。
税
務
職
員
の
一
部
に
つ
い
て

は
３
年
を
４
年
か
ら
５
年
と
し
て

対
応
、
ま
た
専
門
的
知
識
を
習
得

さ
せ
る
た
め
徴
収
事
務
研
修
会
、

収
納
率
向
上
対
策
研
修
会
等
に
参

加
さ
せ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
研

修
会
等
に
積
極
的
に
参
加
さ
せ
資

質
の
向
上
と
収
納
率
ア
ッ
プ
に
努

力
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

滞
納
額
は
改
善
さ
れ
た
の

か
。

　

担
当
課
の
努
力
に
も
拘
わ

ら
ず
残
念
な
が
ら
増
加
し
て

お
り
ま
す
。
使
用
料
に
つ
い
て
も

収
入
未
済
額
が
年
々
増
加
し
て
お

り
、
更
な
る
努
力
が
必
要
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

滞
納
金
は
今
後
ど
の
よ
う

に
徴
収
す
る
の
か
。

　

税
に
関
し
て
は
督
促
状
、

催
告
書
の
発
送
、電
話
催
告
、

戸
別
訪
問
に
よ
る
徴
収
の
ほ
か
、

法
に
基
づ
く
預
貯
金
の
調
査
、
差

押
え
や
勤
務
先
へ
の
給
与
照
会
を

行
う
な
ど
引
き
続
き
厳
正
に
対
処

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
使
用

料
等
に
つ
い
て
も
電
話
催
告
、
訪

問
徴
収
の
ほ
か
給
水
停
止
等
も
実

施
し
税
と
同
様
、
厳
正
に
対
処
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

納
税
の
意
識
高
揚
を
図

り
、
収
納
率
を
上
げ
て
い
く

べ
き
と
思
う
が
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

　

税
に
関
心
を
持
っ
て
い
た

だ
く
た
め
に
引
き
続
き
小
学

生
を
対
象
と
す
る
租
税
教
室
開
催

す
る
ほ
か
、
税
に
関
す
る
記
事
を

広
報
「
た
ま
か
わ
」
に
掲
載
す
る

な
ど
機
会
を
と
ら
え
て
Ｐ
Ｒ
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
も
納
税

者
の
皆
さ
ん
に
不
公
平
感
や
不
満

を
持
た
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
厳

正
に
対
処
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
園
広
場
内
に
は
４
基
の

ソ
ー
ラ
ー
照
明
が
安
心
、
安

全
、
防
犯
、
不
審
者
の
出
現
防
止

の
目
的
か
ら
設
置
さ
れ
て
い
る
が

永
年
点
灯
し
て
お
ら
ず
無
用
の
長

物
と
化
し
て
修
理
も
さ
れ
ず
放
置

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
伺
う
。

　

何
年
に
ど
の
よ
う
な
経
過
で
設

置
さ
れ
た
の
か
。

　

農
村
整
備
統
合
補
助
事
業

の
平
成
17
年
度
第
２
回
工
事

の
中
で
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

業
者
は
ど
の
よ
う
に
し
て

決
定
し
た
の
か
。

　

指
名
競
争
入
札
に
よ
り
村

内
の
元
業
者
が
施
工
し
て
い

ま
す
。

　

設
置
場
所
は
適
地
だ
っ
た

の
か
。

　

公
園
全
体
設
計
の
も
と
設

置
場
所
を
選
定
し
た
も
の
で

す
。

　

工
事
費
は
い
く
ら
か
。

　

工
事
全
体
の
費
用
は

２
８
８
８
万
４
４
５
０
円
で

す
。　

修
理
の
依
頼
は
し
た
の

か
。

　

特
殊
な
機
械
の
た
め
設
置

業
者
に
修
理
の
見
積
り
を
依

頼
し
た
と
こ
ろ
業
者
の
廃
業
に
よ

り
早
急
な
対
応
が
出
来
な
か
っ
た

経
緯
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
は
ど
の
よ
う
に
す
る

の
か
。

　

器
具
は
修
繕
が
不
可
能
で

撤
去
再
設
置
の
予
算
を
本
会

議
に
提
案
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

問

問

問問

問問

問問問

問

答

答答

答答

答答 答

答

答

Ｑ 

乙
字
ヶ
滝
公
園
広
場
内
不
点
灯

照
明
に
つ
い
て

Ａ  

撤
去
再
設
置
い
た
し
ま
す

▲乙字ヶ滝公園

水
に
つ
い
て
、
県
中
保
健
所
の
担

当
者
に
問
い
合
わ
せ
し
た
と
こ
ろ

「
検
出
さ
れ
た
物
質
は
、
も
と
も

と
土
中
に
浸
透
し
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。
浸
水
に
よ
る
も
の
と
は

判
断
し
に
く
い
」
と
の
こ
と
。
な

お
、
そ
の
後
に
上
水
道
を
引
き
込

む
際
に
村
の
支
援
は
、
先
ほ
ど
の

経
過
か
ら
財
政
支
援
は
あ
り
ま
せ

ん
。　

堤
防
の
管
理
部
署
の
説
明

が
村
の
説
明
で
あ
る
、
納
得

で
き
な
い
。
堤
防
決
壊
の
原
因
究

明
に
専
門
家
（
第
三
者
）
に
依
頼

す
る
こ
と
を
要
求
す
る
。
回
答
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

　
「
台
風
の
被
害
に
伴
う
中
・

竜
崎
区
の
説
明
会
」
に
お
い

て
、
県
は
「
今
回
の
水
害
に
つ
い

て
は
戦
後
最
大
の
雨
量
に
伴
い
、

上
流
か
ら
の
異
常
な
水
害
に
よ

り
、
堤
防
を
乗
り
越
え
て
発
生
し

た
、
越
流
に
よ
る
自
然
災
害
と
認

識
し
て
い
る
。」

　

台
風
に
よ
る
災
害
復
旧
、

復
興
と
再
発
防
止
対
策
は
、

阿
武
隈
川
上
流
浸
水
対
策
事
業
に

村
も
参
画
し
て
い
る
。
被
害
者
な

ど
の
声
が
反
映
さ
れ
て
い
る
か
と

の
質
問
に
は
、
第
二
線
堤
で
住
宅

（11） 平成24年11月８日

６
月
定
例
会
に
お
け
る
東
日
本
大
震
災
と

台
風
15
号
災
害
に
関
す
る
一
般
質
問
で

未
回
答
項
目
と
未
報
告
項
目
に
つ
い
て

　

堤
防
の
亀
裂
規
模
に
つ
い

て
　

県
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
深

さ
40
㎝
か
ら
１
ｍ
60
㎝
ま
で

あ
り
、
被
害
延
長
は
２
９
４
ｍ
で

あ
り
ま
し
た
。（
幅
の
報
告
な
し
）

（
村
の
調
査
結
果
は
報
告
な
し
）

　

中
・
竜
崎
両
行
政
区
か
ら

の
要
望
・
要
請
の
時
期
に
つ

い
て　

23
年
10
月
に
中
・
竜
崎
の

行
政
区
長
よ
り
「
玉
川
村
長

宛
に
質
問
書
」
が
提
出
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

（
亀
裂
に
つ
い
て
回
答
な
し
）

　

９
月
21
日
に
発
生
し
た
地

震
の
時
間
と
規
模
に
つ
い
て

　

22
時
30
分
頃
に
茨
城
県
北

部
を
震
源
地
で
、
本
村
の
震

度
は
「
３
」
で
あ
り
ま
し
た
。（
地

震
の
長
さ
は
報
告
な
し
）

　

23
年
12
月
の
県
議
会
で
床

下
浸
水
の
復
旧
支
援
に
３
分

の
１
か
ら
２
分
の
１
ま
で
財
政
支

援
す
る
と
あ
る
が
、
玉
川
村
は
該

当
し
な
い
の
か
と
の
質
問
に
「
該

当
に
な
ら
な
い
。
な
お
、
確
認
す

る
」と
あ
る
が
、確
認
し
た
結
果
は
。

　

県
と
協
議
を
行
い
村
単
独

事
業
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
緊

急
支
援
事
業
の
適
用
範
囲
を
拡
大

し
実
施
し
て
い
る
。

　

東
日
本
大
震
災
の
日
赤
支

援
に
つ
い
て
、
他
市
町
村
は

家
電
品
を
支
援
さ
れ
て
い
る
が
村

は
な
い
の
か
と
の
質
問
に
、「
村

に
は
支
援
が
あ
り
ま
せ
ん
」
と
の

回
答
が
あ
っ
た
。な
ぜ
無
い
の
か
。

　

台
風
に
よ
る
床
上
浸
水
の

被
害
者
へ
の
家
電
セ
ッ
ト
の

寄
贈
に
つ
い
て
、
県
日
赤
支
部
に

確
認
し
た
。
台
風
に
よ
る
被
害
者

は
該
当
に
な
ら
な
い
と
い
う
回
答

で
す
。
須
賀
川
市
は
一
般
住
宅
の

床
上
浸
水
被
害
者
へ
は
無
い
と
の

こ
と
で
す
。

（
参
考
）
玉
川
村
に
東
日
本
大
震

災
に
よ
る
避
難
者
で
村
営
住
宅
に

お
り
ま
す
７
世
帯
へ
は
家
電
セ
ッ

ト
が
寄
贈
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

玄
葉
外
相
が
水
害
を
受
け

た
民
家
を
訪
れ
、
村
長
な
ど

か
ら
被
害
状
況
を
聴
き
、
震
災
で

ひ
び
が
入
り
決
壊
し
、
被
害
が
で

た
こ
と
を
踏
ま
え
震
災
が
最
初
の

原
因
と
な
っ
て
い
る
、
と
の
質
問

に
回
答
を
差
し
控
え
た
い
と
あ
る

が
、
な
ぜ
回
答
で
き
な
い
の
か
。

　

こ
れ
ま
で
と
同
じ
よ
う
に

回
答
は
差
し
控
え
た
い
。

　

水
害
後
に
自
家
用
の
井
戸

水
を
検
査
し
た
結
果
、
飲
料

水
が
不
適
と
な
り
、
村
の
上
水
道

を
引
き
利
用
し
て
い
る
。
財
政
支

援
は
な
い
の
か
。

　

水
害
に
よ
る
井
戸
水
の
検

査
費
用
は
全
額
を
村
が
負
担

し
て
い
る
。
不
適
に
な
っ
た
井
戸

へ
の
浸
水
を
防
止
す
る
事
業
で
あ

り
、
早
急
な
予
算
は
、
村
民
の
声

が
反
映
さ
れ
た
と
あ
る
が
。

　

堤
防
の
決
壊
が
渋
水
の
原
因
で

あ
る
。
中
地
区
の
堤
防
が
低
い
の

で
、
ま
た
越
水
し
て
決
壊
す
る
恐

れ
が
あ
る
。
な
ぜ
嵩
上
げ
し
な
い

の
か
。

　

嵩
上
げ
す
る
こ
と
は
当
然

と
思
っ
て
い
る
が
「
下
流
の

国
直
轄
間
の
整
備
が
終
る
ま
で
、

嵩
上
げ
は
で
き
な
い
。
ま
ず
は
、

浸
水
被
害
に
遭
わ
れ
た
家
屋
を
守

る
対
策
で
あ
る
。
二
線
堤
を
先
に

実
施
し
た
い
。」

　

鏡
石
町
、
矢
吹
町
の
支
流

に
は
、
浸
水
対
策
が
計
画
さ

れ
て
い
る
が
、
玉
川
村
の
支
流
に

は
計
画
が
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

　

今
回
の
浸
水
対
策
に
つ
い

て
は
、
家
屋
に
浸
水
被
害
を

受
け
た
と
こ
ろ
の
対
策
を
計
画
し

て
い
る
。

　

水
門
と
排
水
ポ
ン
プ
の
管

理
道
路
を
中
と
竜
崎
地
区
の

間
の
道
路
に
水
郡
線
側
道
よ
り
堤

防
ま
で
嵩
上
げ
は
、
な
ぜ
で
き
な

い
の
か
。

　

竜
崎
に
計
画
し
て
い
る
二

線
堤
を
村
は
進
め
た
い
。　

問問

問

問

問

問問

問問
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議 会 だ よ り 議 会 だ よ り

で
「
あ
ぶ
く
ま
高
原
道
路
利
活
用

促
進
協
議
会
」
の
活
動
に
参
加
し

て
広
報
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
等
へ
の

参
加
、
そ
れ
と
関
係
当
局
へ
の
要

望
活
動
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
緊
急
入
口
の
解
除

が
出
来
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

先
ほ
ど
も
申
し
ま
し
た

が
、
１
自
治
体
に
３
カ
所
の

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
あ
る
の
は

本
村
だ
け
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
優
位
性
を
活

か
し
て
有
効
活
用
し
て
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
簡

易
な
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
設
置

に
も
条
件
が
あ
り
ま
し
て
一
概
に

設
置
要
望
と
は
い
か
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

す
ぐ
に
で
き
る
と
は
考
え

て
い
な
い
が
、
徐
々
に
気
運
が

高
ま
っ
て
造
ろ
う
と
思
え
ば
出
来

な
い
こ
と
は
な
い
と
思
う
の
だ
が
。

　

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
設

置
す
る
に
も
交
通
量
と
か
用

地
の
問
題
等
が
あ
り
ま
す
。
な

お
、
今
後
、
あ
ぶ
く
ま
高
原
道
路

利
活
用
促
進
協
議
会
の
中
で
協
議

を
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

母
畑
温
泉
へ
の
観
光
客
の
増
大
に

つ
な
が
る
と
思
う
。
ま
た
、
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
、
県
へ
の
働
き
か

け
を
行
う
考
え
が
あ
る
の
か
村
長

の
考
え
を
伺
い
た
い
。

　

議
員
の
お
考
え
の
と
お
り

母
畑
温
泉
の
観
光
客
の
増
大

や
周
辺
の
お
住
ま
い
の
方
の
利
便

性
の
向
上
に
つ
な
が
る
も
の
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
県
へ
の
働
き
か
け
に
つ

い
て
で
す
が
、
あ
ぶ
く
ま
高
原
道

路
は
昨
年
３
月
に
全
線
開
通
し
、

村
内
３
カ
所
に
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
３
か
所

の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
活
用
し

て
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
道
路
沿
線
12
市
町
村

法
に
基
づ
き
県
知
事
か
ら
農
地
転

用
の
許
可
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

農
地
は
第
１
種
か
ら
第
３
種
農
地

に
区
分
さ
れ
て
お
り
、
第
１
種
農

地
は
転
用
は
で
き
ま
せ
ん
。
第
２

種
及
び
第
３
種
農
地
は
、
農
地
転

用
の
許
可
要
件
を
満
た
し
て
い
れ

ば
、
転
用
許
可
申
請
を
行
い
農
地

を
転
用
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
。

耕
作
放
棄
地
に
つ
い
て
も
農
地
に

は
変
わ
り
は
な
い
の
で
農
地
法
が

適
用
さ
れ
ま
す
。

　

山
林
の
法
的
な
見
直
し
に

つ
い
て
は
ど
う
な
の
か
。

　

林
地
開
発
許
可
制
度
は
、

山
林
の
公
益
的
機
能
の
保
全

の
た
め
に
森
林
法
に
規
定
さ
れ
て

い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
わ
ら
ず
、１
ha

を
超
え
る
森
林
の
開
発
に
は
、林
地

開
発
許
可
申
請
を
行
い
県
知
事
の

許
可
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
１
ha
以
下
の
森
林
に
つ

い
て
は
、
伐
採
届
及
び
小
規
模
林

地
開
発
計
画
書
に
よ
り
、
村
で
許

可
及
び
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

原
発
事
故
に
よ
る
特
区
と

し
て
国
、
県
へ
の
働
き
掛
け

を
し
て
ゆ
く
考
え
は
な
い
の
か
。

　

国
で
も
特
区
制
度
が
あ
り

ま
す
が
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
問
題
が
特
区
制
度
に
な
か
な

か
組
み
入
れ
ら
れ
な
い
と
い
う
状

況
で
あ
り
ま
す
。

　

あ
ぶ
く
ま
高
原
道
路
の
中

根
精
工
付
近
は
、
県
道
と
交

差
す
る
大
変
重
要
な
場
所
で
あ
る

と
思
う
。
現
在
、
非
常
用
入
口
が

あ
る
が
、
出
来
れ
ば
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
に
出
来
な
い
の
だ
ろ
う

か
。
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
あ
れ

ば
地
域
住
民
の
生
活
の
利
便
性
や

　

原
発
事
故
に
よ
り
原
発
の

廃
炉
が
さ
け
ば
れ
て
い
る
中

で
、
村
と
し
て
も
対
処
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
太
陽
光
発

電
が
有
効
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設

置
事
業
の
補
助
を
行
っ
て
お

り
、
４
月
か
ら
８
月
ま
で
８
名
の

方
が
利
用
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

今
後
も
引
き
続
き
対
応
し
て
参
り

ま
す
。

　

太
陽
光
発
電
の
パ
ネ
ル
を

農
地
に
設
置
す
る
場
合
、
農

地
法
の
見
直
し
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　

農
地
を
農
地
以
外
の
目
的

で
使
用
す
る
場
合
は
、
農
地
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Ｑ 

再
生
可
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
村
と
し
て
の
今

後
の
対
応
は
い
か
に

Ａ 

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
事
業
の
補
助
を
引

き
続
き
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

答

答

答答

答

答

答 問問

Ｑ 

あ
ぶ
く
ま
高
原
道
路
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
設
置
に
つ
い
て

Ａ 
村
内
に
は
３
カ
所
の
イ
ン
タ
ー

　

チ
ェ
ン
ジ
が
あ
り
困
難
で
あ
る

問

問問

問問

▲中根精工㈱付近のあぶくま高原道路と県道

つ
い
て
議
会
あ
る
い
は
地
元
に
対

し
村
よ
り
概
要
説
明
が
さ
れ
て
い

な
い
が
、
な
ぜ
か
。

　

３
点
目
は
、
沢
又
山
高
原
風
力

発
電
推
進
協
議
会
で
は
、
こ
の
事

業
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
話
し
合

い
が
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

１
点
目
で
あ
り
ま
す
が
、

事
業
者
が
福
島
県
環
境
影
響

評
価
条
例
に
基
づ
き
実
施
さ
れ
、

そ
の
準
備
書
の
縦
覧
が
役
場
内
で

実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
そ

の
内
容
の
説
明
会
も
開
催
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
２
点
目
で
す
が
、
平

成
23
年
９
月
に
開
催
さ
れ
た
議
会

打
合
せ
会
に
お
い
て
、
計
画
概
要

に
つ
い
て
説
明
を
さ
せ
て
頂
い
て

お
り
ま
す
。
地
元
へ
の
説
明
で
す

が
、
事
業
者
主
催
に
よ
り
２
回
開

催
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
３
点
目
に

つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
事
業
者

よ
り
協
議
会
設
立
に
つ
い
て
依
頼

が
な
く
、
そ
の
設
置
に
至
っ
て
お

り
ま
せ
ん
。

　

議
員
も
変
わ
っ
て
お
り
、

全
議
員
が
共
通
理
解
と
共
通

認
識
と
い
う
観
点
か
ら
説
明
会
を

開
催
す
べ
き
と
思
う
が
。

　

再
度
説
明
会
を
開
催
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

い
う
話
は
出
ま
し
た
。

　

３
年
生
は
進
路
が
迫
っ
て

お
り
ま
す
。
心
の
ケ
ア
を
ど

う
進
め
る
の
か
。
不
足
し
て
い
る

先
生
を
ど
う
確
保
す
る
の
か
。

　

心
の
ケ
ア
に
つ
い
て
は
、
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
で
対
応

し
て
い
ま
す
。
先
生
に
つ
い
て
は
、

村
雇
用
で
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
の
再
発
防
止
に
つい
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　

不
祥
事
防
止
に
つ
い
て
、

全
員
に
行
き
届
く
よ
う
機
能

を
発
揮
し
、
再
発
防
止
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
沢
又
山
高
原
風
力
発
電
事
業
の

概
要
は

Ａ
再
度
事
業
概
要
に
つ
い
て
説
明

会
を
開
催
い
た
し
ま
す

　

原
発
事
故
以
降
、
全
国
的

に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導

入
に
向
け
て
事
業
拡
大
が
進
ん
で

い
る
中
、
現
在
「
沢
又
山
高
原
風

力
発
電
事
業
」
に
つ
い
て
そ
の
建

設
に
向
け
て
進
め
ら
れ
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
次
の
３
点

に
つ
い
て
村
長
に
伺
う
。
１
点
目

は
、
ど
の
よ
う
な
調
査
が
行
わ

れ
、
そ
の
結
果
ど
う
評
価
さ
れ
る

の
か
。
２
点
目
は
、
こ
の
事
業
に

を
作
成
し
遺
漏
の
な
い
よ
う
努
力

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
２
点

目
で
す
が
、
無
い
と
聞
い
て
お
り
ま

す
。
３
点
目
で
す
が
、
折
に
触
れ

警
察
署
員
に
進
捗
状
況
を
聞
い
て

お
り
ま
す
が
、「
捜
査
中
」
と
の

回
答
で
し
た
。
４
点
目
に
つ
い
て
で

あ
り
ま
す
が
、
各
学
校
で
は
、
服

務
倫
理
委
員
会
を
開
催
し
た
り
、

不
祥
事
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
活
用

し
、
未
然
防
止
に
努
め
て
き
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
の
今

ま
で
の
管
理
指
導
体
制
に
甘
さ
が

あ
り
、
マ
ン
ネ
リ
化
し
て
し
ま
っ

て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
深
く
反

省
を
し
て
い
る
所
で
あ
り
ま
す
。

　

容
疑
者
は
、
事
件
発
覚
後

通
常
に
学
校
に
勤
務
し
て
い

た
よ
う
で
す
が
、
間
違
い
な
い
か
。

　

逮
捕
さ
れ
る
ま
で
勤
務
し

て
お
り
ま
し
た
。

　

事
件
か
ら
逮
捕
ま
で
の
間
、

教
育
委
員
会
の
中
で
は
ど
の

よ
う
な
こ
と
が
話
さ
れ
、
ど
う
対

応
さ
れ
た
の
か
。

　

定
例
教
育
委
員
会
の
中

で
、経
過
等
に
つ
い
て
報
告
を

し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
学
習

で
き
る
環
境
づ
く
り
を
す
べ
き
と

に
発
生
し
た
段
階
で
事
実
関
係
だ

け
で
も
説
明
し
よ
う
と
し
な
か
っ

た
の
は
な
ぜ
か
。
２
点
目
は
、
今

回
の
事
件
が
発
生
す
る
前
に
、
同

様
な
事
案
な
ど
は
学
校
内
外
で
無

か
っ
た
の
か
。
３
点
目
は
、
事
件

が
発
生
し
逮
捕
ま
で
の
間
、
捜
査

の
状
況
等
に
つ
い
て
警
察
の
方
と

や
り
取
り
は
あ
っ
た
の
か
。
４
点

目
は
、日
頃
か
ら
教
育
長
の
管
理
・

監
督
、
校
長
の
指
導
の
も
と
共
通

認
識
の
中
で
行
動
し
て
い
る
も
の

と
理
解
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
回

の
原
因
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
。

　

ま
ず
１
点
目
に
つ
い
て
で

あ
り
ま
す
が
、
議
会
へ
の
説

明
が
遅
れ
た
こ
と
に
対
し
誠
に
申

し
訳
な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今

後
、
大
き
な
事
案
に
つい
て
は
、
教

育
委
員
会
と
行
政
当
局
、
そ
し
て

議
会
が
一
体
と
な
っ
て
共
通
理
解
・

共
有
化
を
図
り
、
迅
速
・
正
確
・

誠
意
を
も
っ
て
対
応
で
き
る
よ
う
、

報
告
や
説
明
の
経
路
マ
ニュ
ア
ル
等

Ｑ
泉
中
学
校
に
お
け
る
盗
撮
事
件

と
今
後
の
対
応
は

Ａ
再
発
防
止
と
信
頼
回
復
に
努
め
る

　

学
校
は
、
教
職
員
と
生
徒

の
信
頼
関
係
が
一
番
大
切
で

あ
る
。こ
う
し
た
中
、盗
撮
事
件
が

起
き
た
事
は
誠
に
遺
憾
で
あ
り
、

容
疑
者
が
同
校
に
勤
務
し
て
い
る

先
生
で
あ
る
こ
と
は
、
更
な
る
驚

き
で
あ
り
、
全
国
的
な
ニ
ュ
ー
ス

と
し
て
流
れ
、
玉
川
村
に
と
っ
て

不
名
誉
な
事
件
と
な
っ
た
。
こ
の

事
件
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
な
ど

の
情
報
で
話
は
聞
い
て
い
た
が
、

正
確
な
事
実
関
係
を
知
っ
た
の

は
、
逮
捕
さ
れ
た
後
の
テ
レ
ビ
や

新
聞
で
あ
っ
た
。
議
会
と
執
行
当

局
が
一
丸
と
な
っ
て
諸
問
題
に
取

り
組
ん
で
行
く
た
め
に
は
、
事
実

関
係
を
共
通
認
識
で
正
確
に
把
握

し
、
迅
速
に
対
応
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

そ
こ
で
次
の
４
点
に
つ
い
て
教

育
長
に
伺
う
。
１
点
目
は
、
４
月
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